
江戸時代に郡役所の許
可を得て植えたという
記録が残るアカマツで
す。枝は水平に三方へ
広がり，枝張は最大で
１２ｍにもなります。当
時の面影を残す建物と
よく調和し，土塀越し
に見える姿は特徴的で
す。大切に手入れされ
ていて，地域のシンボ
ルとなっています。

梅津北町
●高さ7.5ｍ
●幹周 1.10ｍ

◆まつ科／常緑高木
梅津北町
アカマツ
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梅津東構口町
●高さ20.5ｍ●幹周2.20ｍ
◆くすのき科／常緑高木

境内地には３本のクスノキが生い茂り，公園
の樹木とともに小さな森をつくっています。
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西京極 野町
●高さ18.5ｍ●幹周2.50ｍ

◆すぎ科／落葉高木

昭和４６年の学校創立を記念して植樹された
もので，生長も早く，大樹に育っています。
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西京極東衣手町
●高さ24.0ｍ●幹周3.70ｍ

◆にれ科／落葉高木

西京極東衣手町
●高さ20.0ｍ●幹周2.60ｍ

◆にれ科／落葉高木

かつてこの付近の森は「衣手の森」とよばれていました。境内にあるケヤキやムクノキはその
名残りと言われ，２０ｍを超える大きな樹木は周囲からもよく見えます。
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